
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和6年5月31日（金)　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：金井　優樹
	赤坂
	金井
	坂本
	本川
	城内
	佐藤
	菊地
	竹ケ原
	藤原
	上野（夢）

	深
	〇
	休
	休
	〇
	準
	深
	準
	休
	〇

	矢幅
	永瀬
	橘（杏）
	土橋
	大村
	北向
	木村
	奥寺　　
	馬場
	春日

	〇
	休
	休
	休
	欠
	〇
	休
	〇
	準
	深

	細海
	上野（由）
	橘（み）
	
	
	
	
	
	
	

	〇
	〇
	〇
	
	
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・6/5（水）Ｂユニット１.２号室（５床）を保健所が視察に来ます。清掃をお願いします。

＜入室状況＞
【入院】
・笹川　桂様～東病棟合併症室へ

【ユニット移動】
・窪田　ソヨ様～東合併症室→東Aユニット11号室（C6）

【転出】
・佐々木　友彦様～東Dユニット20号室→西Bユニット30号室

＜患者様連絡事項＞
・工藤　美江様～主治医面談日は6/7（金）16：00　特別診察室にて調整し、家族連絡済。

・松川　謙一様～吸引6/27まで指示。
・坂下　榮蔵様～点滴３本/日、抗生剤２本/日、6/4まで処方。

・佐々木　理香様～不眠時デエビゴ（2.5）　３０回分処方。

・田島　みね様～メネシット配合錠１００とゾニサミドＯＤ錠２５ｍｇは本日より、ラメルテオン錠８ｍｇは6/1より6/5分まで、田名部Dr.より処方いただく。

・成田　富士子様～本人より、食事摂取が進まず小倉Dr.からはジュースでの捕食許可あり。
栄養士に相談し、本日夕食より食事単位数は変えずにメイバランスミニ提供となる。

・伊藤　宏一様～収縮期血圧90台で眩暈など症状訴えがあることを田名部Dr.へ報告。持参薬からアムロジピン除剤の指示あり、明日より除剤とする。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放後他室侵入や奇声、私物弄り見られ行動自制出来ず、時間早め開放観察終了する。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。									
・宮　誠肯様～身体拘束中。食事の際は拘束一時解除し自力にて全量摂取している。不穏さや再拘束への拒否はなく、落ち着いている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜村上Dｒ診察＞
・佐藤　勇希様～本人へ診断名を告知している。診断に合わせ今夕よりアトモキセチン錠40mg1 錠 処方追加有り。退院後の支援についてワーカーより説明依頼あり、明日家族含め説明する予定となっている。

・藤井　理代様～施設への退院支援進めるよう指示有り。臨時薬7日分処方。

・田中 俊宏様～今夕よりラツーダ20ｍｇ→40ｍｇへ増量。6/1よりクエチアピン錠１２．５ｍｇ 2 錠 1日2回　朝夕食後 6日分処方。
本人より部屋移動希望聞かれ、主治医より環境調整の指示あり。

その他の患者様は指示内容の変更・処方なし。
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＜入院患者情報①＞
　日　　時：令和6年5月31日　　12：43
　氏　　名：笹川　桂（ささかわ　かつら）様
　生年月日：昭和43年7月16日(55歳)
　病　　名：不安神経症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　平成27年に全身性エリテマトーデスを発症し、岩手医科大学や八戸赤十字病院にて治療を行い寛解状態が続いていたためH31.4月に村井内科へ紹介となり、以後継続的に通院していた。R6.3.8に健康診断を受けた際身長が3㎝低くなっており、ショックを受けていた。また、R5.12月より腰痛を感じていたが、改善が見られないことから、整形外科を受診。胸腰椎の扁平化と骨粗鬆症の診断を受けている。診断を受けた直後は前向きに考えていたが、徐々に「疼痛を感じた時点で病院受診をしていたら」「重いものを持ったせいなのかもしれない」と不安が増大。また、身長が縮み猫背となったことを皆が気付いている・気にしているなどと周囲の視線を気にしてしまう事やがあり、常に身長の事を考えてしまっている。外出も周囲の目が気になり、気持ちを強く持つように切り替えてから行く必要があるなど、楽しみであったことが楽しめなくなっている。夜間の睡眠も不安定となり、寝付くことは出来るが中途覚醒し、以後朝を迎えてしまうような状況となっていた。症状改善を希望しR6.5.24当院初診し、薬剤調整を行っていた。
　R6.5.28、夫様が会社出勤後、連絡への返信がなく、心配で家に戻ったところ過量服薬しており意識混濁状態であったため八戸市立市民病院へ救急搬送されている。これまで妄想様発言をすることはなかったが、当院からの処方服用後から妄想的となり「お金がない」「腎不全になって透析になる」といった発言が聞かれていた。今回同院での治療終了したが、夫様としては本人から目が離せない状態であるため、八戸市立市民病院退院後は当院入院を希望され、本日当院入院となる。

